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決まる 　令和元年第２回臨時会を、５月７日に開きました。
　この臨時会では、正副議長の選挙等、議会の体制づ
くりや町長から提案された同意４件、承認６件等を審
議しました。

令和
元年第２回 臨時会

就任のごあいさつ

　当選２回目にして、副議長の要職に就任

させていただきました。皆さんに感謝申し

上げます。

　わが町の基幹産業は農業です。農業が栄

えれば町の他の産業も潤います。農業振興

に力を注ぎながら、福祉の充実、子育て対

策、子どもが勉強しやすい環境を作り、東

串良に住んで良かったと思えるような対策

をとり、町民本意の気持ちで頑張ってまい

ります。

　今後とも皆様方のご指導、ご鞭撻をよろ

しくお願い申し上げます。

就任のごあいさつ

　議会の使命は、町の政策を最終的に決定

することです。そして、その政策を実行す

る執行機関の行財政の運営や事務処理等が、

適法・適正になされているか監視すること

です。

　また、住民のニーズを反映した政策を執

行部に提言することです。

　私は、すべての議員が議会の機能と役割

を自覚し、その使命を果たすために、調査

研修等の研鑽を積むことで議員としての資

質と審議能力を高め、住民の負託に応え得

る議会の構築に努めて参ります。

　町議会議員の任期満了に伴い、新たに議員10名が選挙で決まりました。令和元年５月１日か
ら４年間が議員の任期となり、現職９名、新人１名でのスタートとなりました。
　５月７日に招集された初議会において、新しい議員構成の中で今後の議会活動を推進するうえ
で、その基幹となる正副議長、各常任委員長など組織の体制が審議されました。
　結果、議長に田之畑稔議員、副議長及び議会運営委員長に西園貞美議員、総務民生常任委員長
に牧原完治議員、教育産業常任委員長に児玉勇治議員、広報広聴常任委員長に瀨戸山譲一議員が
選任されました。

▶　▶　議長に田之畑議員、副議長に西園議員　◀　◀

副議長

西園　貞美
（上山野）

議　長

田之畑　稔
（寺　町）
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新しい議会の構成が

委
員
長

瀨
戸
山
　
譲
　
一

副
委
員
長

小
　
川
　
香
　
織

委
　
　
員

西
　
園
　
貞
　
美

宮
　
地
　
利
　
雄

各
常
任
委
員
会
の
所
管

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
課
・
企
画
課
・
税
務
課
・

会
計
室
・
選
挙
管
理
委
員
会
・

監
査
委
員
・
住
民
課
・
福
祉
課

の
所
管
に
属
す
る
事
項
及
び
他

の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ

な
い
事
項

教
育
産
業
常
任
委
員
会

教
育
委
員
会
・
農
林
水
産
課
・

農
地
課
・
建
設
課
及
び
農
業
委

員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
及
び
広
聴
に
関
す
る
事
項

（
そ
の
他
の
構
成
）

▼
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長

西
　
園
　
貞
　
美

　
副
委
員
長

牧
　
原
　
完
　
治

　
委
　
　
員

児
　
玉
　
勇
　
治

瀨
戸
山
　
譲
　
一

▼
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
議
会

　
議
員

児
　
玉
　
勇
　
治

田
之
畑
　
　
　
稔

▼
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
議
会

　
議
員

上
　
園
　
ミ
　
キ

宮
　
地
　
利
　
雄

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

総務民生常任委員会

委　員
西園　貞美
（上山野）

委　員
泊　　重巳
（雪　山）

委　員
上園　ミキ
（上山野）

副委員長
小川　香織
（池之原上東）

委員長
牧原　完治
（溜水中）

教育産業常任委員会

委　員
瀨戸山譲一
（唐　仁）

委　員
前田　　隆
（岩弘中）

委　員
田之畑　稔
（寺　町）

副委員長
宮地　利雄
（新川西上）

委員長
児玉　勇治
（新町下）
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ピックアップ

37.9％

活力ある町政を推進町民主体の

町税の内訳

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

　平成31年第１回定例会は、３月８日から３月
20日までの13日間の会期で開きました。今定
例会では、当初予算６件、補正予算６件、単行
議案10件等を審議しました。（議案等に対する
議員の賛否状況はP.８に掲載）
　また、一般質問では５人の議員が執行部に質
問を行いました。（関連記事P.10～P.15）

　一般会計当初予算は46億9400万円（対前年
度比2.6％増）です。主な施策は「福祉の充実」、
「農林水産業の支援」、「教育環境の充実」、
「観光地の整備」、「生活環境の改善」等であ
り、本会議における採決では、全会一致で原案
可決しました。
　予算のあらましは、次のとおりです。

1億7945万円

1億5310万円

2635万円

5億2434万円

3億0383万円

2692万円

4000万円

町　民　税

個　　人

法　　人

固定資産税

志布志石油
備蓄基地分

軽自動車税

町たばこ税

区　分 金　額

歳　入
46億9400万円

自
   主
     財
       源

62.1％

依
 存
   財
     源

町税
７億 7071 万円
（16.4％）

分担金・使用料等
１億 7291 万円
（3.7％）

繰入金
５億 3721 万円
（11.4％）

寄附金
３億 0000 万円
（6.4％）

地方交付税
14億 2100 万円
（30.3％）

町債（借入金）
５億 4810 万円
（11.7％）

県支出金
４億 6128 万円
（9.8％）

国庫支出金
３億 5777 万円
（7.6％）

地方消費税等
１億 2502 万円
（2.7％）

町
税
関
係

【
町
た
ば
こ
税
】　

売
上
本
数
が
減

少
し
た
た
め
、
対
前
年
度
比
で
８
０

０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
固
定
資
産
税
】　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
関
係
交
付
金
が
対
前
年
度
比
で
、

約
３
９
９
６
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
交
付
金
の
基
礎
と

な
る
志
布
志
備
蓄
基
地
の
評
価
替
え

及
び
償
却
資
産
等
の
経
年
に
よ
る
も

の
で
す
。
今
後
も
減
額
の
一
途
を
た

ど
る
の
か
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が

下
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
で
、
約
４
５
０
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
分
担
金
・
使
用
料
等
関
係

【
分
担
金
及
び
負
担
金
】　

豊
栄
・

青
葉
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
に

伴
い
、
対
前
年
度
比
で
、
約
２
５
１

４
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寄
附
金

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
対
前
年

度
比
で
、
７
４
８
０
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
増
減
の
要
因

自
主
財
源
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町民主体の平成31年度
一般会計
原案可決

歳　出
46億9400万円

民生費
11億 6253 万円
（24.8％）

総務費
10億 2688 万円
（21.9％）

土木費
３億 7943 万円
（8.1％）

公債費
（借入の返済）
５億 2967 万円
（11.3％）

教育費
３億 634 万円
（6.5％）

農林水産業費
５億 8306 万円
（12.4％）

衛生費
３億 3712 万円
（7.2％）

消防費
２億 818 万円
（4.4％）

その他
１億 6079 万円
（3.4％）

依
存
財
源

（単位：千円以下切り捨て）
31年度特別会計当初予算額

国民健康保険会計

介護保険会計（保険事業勘定）

介護保険会計（サービス事業勘定）

後期高齢者医療会計

簡易水道事業会計

１１億５２８万円

９億７１００万円

４１５万円

９１２２万円

９５４７万円

地
方
交
付
税

　

依
存
財
源
の
約
半
分
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
本
年
度
は
14
億
２
１

０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億
１

０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
（
町
の
借
入
金
）

　

対
前
年
度
比
で
、
過
疎
対
策
事
業

債
が
１
億
４
３
７
０
万
円
の
増
、
臨

時
財
政
対
策
債
が
４
５
０
０
万
円
の

減
と
な
り
、
全
体
で
９
６
２
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金

　

対
前
年
度
比
で
、
約
１
０
８
６
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理

由
は
、
保
育
所
運
営
費
負
担
金
や
児

童
手
当
負
担
金
（
福
祉
関
係
）
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

県
支
出
金

　

対
前
年
度
比
で
、
約
３
１
４
０
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理

由
は
、
保
育
所
運
営
費
負
担
金
や
児

童
手
当
負
担
金
、
活
動
火
山
周
辺
地

域
防
災
営
農
対
策
事
業
補
助
金
（
農

業
関
係
）
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
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“笑顔あふれるまちづくり”のための

新年度予算の使いみち

「
各
施
策
に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
宣
言

　

３
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予
算
の
提
案
に
あ
わ
せ
て
、
町
長
の
施
政

方
針
が
あ
り
ま
し
た
。
町
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
４
年
目
を
迎
え
た
宮
原

町
長
は
、
町
民
主
体
の
活
力
に
満
ち
た
町
政
推
進
の
た
め
に
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
「
こ
ど
も
に
夢
を
」
・
「
若
者
に
ロ
マ
ン

を
」
・
「
お
年
寄
り
に
愛
を
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
各
施
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
と
、
本
会
議
で
宣
言
し
ま
し
た
。

農林水産業の支援

■
敬
老
年
金
の
支
給

■
寝
た
き
り
老
人
オ
ム
ツ
給
付
事
業

 

（
介
護
負
担
の
軽
減
）

■
赤
ち
ゃ
ん
健
や
か
支
援
事
業

■
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
及
び
産
後
ケ
ア
事
業

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

 

（
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
）

福祉の充実

観光地の整備 教育環境の充実

■
堆
肥
セ
ン
タ
ー
施
設
等
整
備
事
業
負
担

金
■
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
啓
発
看
板
設
置

■
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
を
改
修

（
工
事
設
計
委
託
料
）

■
農
業
生
産
対
策
事
業

■
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

■
古
墳
墳
丘
地
形
測
量
等
委
託
料

■
円
山
公
園
芝
張
工
事
、
柏
原
海
岸
ト
イ

レ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
ト
イ
レ
及
び

休
憩
所
の
改
修

■
柏
原
海
岸
清
掃
用
ト
ラ
ク
タ
ー
購
入

■
池
之
原
小
学
校
・
柏
原
小
学
校
エ
ア
コ

ン
設
置
（
繰
越
明
許
費
）

■
池
之
原
小
学
校
・
柏
原
小
学
校
遊
具
改

修
■
外
国
語
指
導
助
手
派
遣
委
託
費

■
学
校
給
食
費
助
成
金

■
に
ぎ
や
か
タ
ウ
ン
雪
山
地
区
の
公
園
及

び
歩
道
の
フ
ェ
ン
ス
設
置

■
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設

置
（
他
市
町
図
書
館
の
本
を
本
町
の
図

書
館
で
借
り
ら
れ
る
）

■
移
住
促
進
事
業
補
助
金

■
危
険
家
屋
解
体
撤
去
補
助
金

生活環境の改善

１
３
０
０
万
円

２
０
０
万
円

３
０
０
万
円

４
１
３
万
円

１
９
０
万
円

１
億
２
３
０
５
万
円

２
０
０
万
円

１
０
０
万
円

２
０
０
０
万
円

２
２
９
８
万
円

８
７
０
０
万
円

１
２
０
０
万
円

２
０
４
万
円

１
２
７
２
万
円

１
０
７
５
万
円

４
９
３
５
万
円

７
２
３
万
円

４
５
６
万
円

２
０
２
万
円

２
５
０
万
円

６
０
万
円
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1億2905万円

△2983万円
△4757万円
△38万円
△314万円
3887万円

一般会計

国民健康保険特別会計
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計
介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計

・後期高齢者医療費負担金
・公共施設等整備基金積立金
・保育園施設型給付費
・一般被保険者療養給付費等の減
・施設介護サービス等給付費等の減
・パート賃金等の減
・保険基盤安定分担金等の減
・簡易水道事業建設改良基金積立金

57億3233万円

10億9530万円
9億7345万円

562万円
9006万円
3億897万円

会計名 補正額 補正後の総額 主な内容（歳出）
　

６
件
の
補
正
予
算
を
全
て
原
案

可
決
し
ま
し
た
。

　

識
見
を
有
す
る
者
か
ら
選
任
さ
れ
て
い
る
監
査
委
員
の
児
玉
愛
司

氏
（
池
之
原
１
２
０
７
番
地
２
）
と
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
泊

重
巳
氏
（
池
之
原
２
５
２
６
番
地
１
）
が
任
期
満
了
に
よ
り
、
町
長

か
ら
再
任
命
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
両
氏
の
任
命
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
で
す
。

■
町
道
山
野
新
町
線
の
排
水
対
策

に
つ
い
て

▼
陳
情
者
代
表　

上
堀　

明
（
川

東
４
３
５
５
６
）

▼
審
査
結
果　

全
会
一
致
で
採
択

〈
意
見
書
の
主
な
内
容
〉

　

道
路
に
排
水
溝
が
あ
る
が
勾
配

が
な
く
砂
が
堆
積
し
、
降
雨
時
に

は
側
溝
か
ら
雨
が
あ
ふ
れ
、
道
路

や
宅
地
、
畑
が
冠
水
す
る
。
冠
水

の
影
響
で
通
学
中
の
小
学
生
へ
の

危
険
性
、
農
作
物
へ
の
弊
害
が
あ

る
た
め
、
早
期
の
排
水
対
策
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

陳
情
１
件
を
採
択

監
査
委
員
に
児
玉
氏
と
泊
氏
を
同
意

副町長に畠中氏を同意

全
会
一
致
で
同
意

　

吉
田
勝
海
氏
（
新
川
西
５
０
９

２
番
地
）
の
任
期
満
了
に
よ
り
、

町
長
か
ら
再
任
命
の
提
案
が
あ
り

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
で
す
。

教
育
委
員
の
任
命

全
会
一
致
で
原
案
可
決

■
東
串
良
町
職
員
退
職
手
当
基
金

積
立
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

外
５
件

　

現
在
活
用
さ
れ
て
い
な
い
基
金

や
、
今
後
、
事
業
と
し
て
執
行
す

る
見
込
が
な
い
基
金
に
つ
い
て
、

そ
の
整
理
を
図
る
た
め
廃
止
の
提

案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
条
例

廃
止
を
決
め
ま
し
た
。

基
金
条
例
の
廃
止

全
会
一
致
で
同
意

　

櫛
下
昭
夫
氏
（
岩
弘
１
２
８
０

番
地
１
）
の
任
期
満
了
に
よ
り
、

町
長
か
ら
再
選
任
の
提
案
が
あ
り

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

補
　
正
　
予
　
算

▲町道山野新町線の現地調査

児玉　愛司 氏

畠中　勇一郎 氏

泊　　重巳 氏

令和元年
第２回臨時会

　畠中勇一郎副町長（川東1504番地）が任期満了
により、町長から再任命の提案がありました。
　審議の結果、全会一致で同意しました。
　任期は４年です。
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　採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示
を求め、それを集計することを言います。
　表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表
示をし、議会の意思決定に参加することを言います。表決には、
起立によるもの、投票によるもの、異議の有無の確認のみを諮
る簡易採決の方法があります。
※過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

３月議会３月議会
議案等に対する
議員の賛否状況

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

可　　決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採　　択

東串良町議会委員会条例の一部改正

東串良町議会会議規則の一部改正

教育委員会委員の任命

固定資産評価審査委員会委員の選任

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

東串良町立学校設置条例の一部改正

公共用地取得基金条例の廃止

東串良町特別導入事業基金条例の廃止

東串良町地域福祉基金の設置及び管理に関する条例の廃止

東串良町人づくり基金条例の廃止

平成３０年度東串良町一般会計補正予算（第７号）

平成３１年度東串良町一般会計予算

平成３１年度東串良町国民健康保険特別会計予算

平成３１年度東串良町後期高齢者医療特別会計予算

平成３１年度東串良町簡易水道事業特別会計予算

平成３０年度東串良町一般会計補正予算（第８号）

町道山野新町線の排水対策についての陳情書

鹿屋市との間において締結した大隅定住自立圏形成
協定の変更
東串良町職員退職手当基金積立金の設置、管理及び
処分に関する条例の廃止

東串良町中山間ふるさと・水と土保全基金の設置及
び管理に関する条例の廃止

平成３０年度東串良町国民健康保険特別会計補正予
算（第４号）
平成３０年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）
特別会計補正予算（第４号）
平成３０年度東串良町介護保険事業（サービス事業
勘定）特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度東串良町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号）
平成３０年度東串良町簡易水道事業特別会計補正予
算（第４号）

平成３１年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）
特別会計予算
平成３１年度東串良町介護保険事業（サービス事業
勘定）特別会計予算

発委第

発委第

同意第

同意第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

議案第

陳情第

３　

月　

議　

会

議案等の
番号 件　　　　名 議決結果田

之
畑

宮　

地

原　

田

上　

園

前　

田
泊

西　

園

牧　

原

瀨
戸
山

児　

玉

賛否の意思表示

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

１

２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26
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（備考：○…出席　×…欠席　△…同日複数会議で１会議に欠席　遅…遅刻　早…早退　他…他の公務　－…該当なし）

2/1

2/4

2/7

2/16

2/18

3/5

3/8

3/11

3/12

3/13

3/13

3/14

3/15

3/18

3/19

3/20

3/22

3/28

4/8

4/12

全員協議会、広報編集委員会、特別委員会（防災・減災）

第１回臨時会

大隅地域市町議会議員協議会研修会

町生涯学習推進大会、ルーピン少年の主張発表大会

大隅肝属地区消防組合議会、大隅肝属広域事務組合議会

議会運営協議会、全員協議会

第１回定例会本会議

全員協議会

全員協議会

中学校卒業式

全員協議会

第１回定例会本会議

総務民生常任委員会、教育産業常任委員会

特別委員会（にぎやか雪山）、全員協議会

総務民生常任委員会、教育産業常任委員会

第１回定例会本会議

小学校卒業式

町校長会・教頭会・教育委員会等合同送別会

小学校入学式、中学校入学式

転任教職員歓迎会

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

×

－

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

×

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

－

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

×

×

－

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

－

○

×

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

学校給食共同調理場運営委員会

東串良町和牛講演会

ゆめ・ときめき活動推進セミナー

東串良町有機堆肥センター管理運営協議会

県議長会及び郡議長会定期総会

第22回ルーピン中学校野球大会

井手神社式典

池之原幼稚園入園式

ルーピンまつり反省会・慰労会

東串良町奨学生選考委員会

春季畜産共進会

県政説明会

東串良町役場

東串良町役場

東串良町総合センター

東串良町役場

奄美市

東串良町町民運動場

井手神社境内　

池之原幼稚園

町商工会館

東串良町役場

東串良町畜産センター

鹿児島県庁

教育産業委員長も出席

教育産業委員長も出席

平成31年２月～平成31年４月

定例会及び委員会等、町内行事への出席状況議会議員

＊議長の公務一覧＊
日　　付

日　付 会　議　・　行　事　等

児
玉
　
勇
治

瀨
戸
山
譲
一

牧
原
　
完
治

西
園
　
貞
美

泊
　
　
重
巳

前
田
　
　
隆

上
園
　
ミ
キ

原
田
　
　
猛

宮
地
　
利
雄

田
之
畑
　
稔

2/6

2/7

2/8

2/20

2/21-22

2/23

3/6

4/9

4/18

4/23

4/25

用　　　　　　　　　　　　務 場　　　　　所 備　　　考



AＱ
一 質般 問

一般質問とは…

宮地　利雄（11ページ）

町
政
を
問
う

　各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわたり、事務の

執行状況や将来に対する方針を聞き、町当局の考え方や疑問をた

だすことです。

　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけではなく、現

行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要な活動です。

　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁をあわせて１人

60分以内となっています。

●国保税の軽減
児玉　勇治（12ページ）
●中学英語「話すこと」調査で
のPCの整備状況
●柏原の振興

前田　　隆（13ページ）
●鳥獣被害対策
●ホテル等建設の立地協定の締
結に向けた具体的計画

西園　貞美（14ページ）
●案内板の設置
●民家に出没する獣害対策

瀨戸山譲一（15ページ）
●財政健全化への問題意識
●地震津波への危機意識

会議録の設置
定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター
☆総合センター　　・・・是非、ご覧ください。

【東串良町ＨＰ】
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※掲載内容については、質問者が
質問と答弁を要約し、東串良町
議会広報広聴常任委員会が編集
したものです。



宮地　利雄 議員

Ｑ 国保税、子どもの均等割減免を
A 実施する方向で検討したい

引
い
た
２
万
６
５
０
０
円
と
な
る
。

　

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
あ
る
い
は
少
子
化
対

策
と
し
て
、
子
ど
も
の
均
等
割
保

険
税
の
軽
減
施
策
は
重
要
な
こ
と

と
考
え
て
い
る
。
均
等
割
保
険
税

の
減
免
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

の
内
容
を
精
査
し
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
の
財
政
状
況
及
び
一

般
会
計
の
財
政
状
況
等
を
見
き
わ

め
、
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た

い
。

月
20
日
付
の
南
日
本
新
聞
に
記
載

さ
れ
て
い
た
。

　

本
町
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
支

援
策
と
し
て
、
人
口
減
少
や
少
子

化
対
策
で
、
子
ど
も
医
療
費
の
18

歳
ま
で
の
高
校
生
以
下
の
全
額
無

料
化
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
任
意
接
種
の
助
成
、
給
食
費
の

減
免
と
近
隣
市
町
に
先
駆
け
て
実

施
し
て
い
る
。

　

国
保
税
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

る
本
町
で
は
、
均
等
割
保
険
料
は

１
人
当
た
り
最
高
３
万
６
０
０
０

円
で
あ
る
が
、
子
ど
も
に
か
か
る

均
等
割
保
険
料
は
介
護
分
を
差
し

も
３
人
、
あ
る
い
は
４
人
、
多
い

と
こ
ろ
で
は
、
５
人
の
子
ど
も
さ

ん
が
い
る
家
庭
も
あ
る
。

　

国
保
税
は
、
大
人
の
所
得
が
大

き
く
影
響
す
る
。
所
得
に
よ
っ
て

法
定
の
２
割
、
５
割
、
７
割
の
減

免
制
度
は
あ
る
が
、
子
ど
も
に
は

大
人
の
所
得
に
対
す
る
責
任
は
な

い
。

　

本
町
で
は
、
子
ど
も
の
医
療
費

免
除
制
度
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の

給
食
費
へ
の
助
成
制
度
が
あ
る
が
、

国
保
税
に
つ
い
て
も
他
市
町
に
先

駆
け
て
、
子
ど
も
の
均
等
割
を
減

免
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

全
国
知
事
会
等
か
ら
国

保
税
の
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
提
案
、

要
望
が
な
さ
れ
、
国
に
お
い
て
も

検
討
を
進
め
る
事
項
と
し
て
議
論

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
子
ど
も
の
均

等
割
、
保
険
料
の
免
除
、
減
免
に

つ
い
て
、
全
国
で
は
東
京
都
東
大

和
市
を
始
め
、
25
自
治
体
が
実
施

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
も
鹿
屋

市
が
子
ど
も
の
均
等
割
を
免
除
す

る
た
め
１
０
０
０
万
円
を
平
成
31

年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
計
上
し
、

３
月
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
２

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
（
国

保
税
）
の
均
等
割
と
平
等
割
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
い
う

方
向
を
全
国
知
事
会
な
ど
も
政
府

に
要
請
し
て
い
る
。
国
保
税
の
均

等
割
は
そ
の
世
帯
の
人
数
で
決
ま

る
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
す

ぐ
に
均
等
割
が
課
税
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
で
は
、

せ
め
て
子
ど
も
の
均
等
割
だ
け
で

も
減
免
し
よ
う
と
い
う
自
治
体
が

出
て
き
て
い
る
。
一
部
の
新
聞
発

表
に
よ
る
と
、
全
国
で
国
保
税
の

子
ど
も
の
均
等
割
を
減
額
あ
る
い

は
免
除
し
て
い
る
自
治
体
が
25
市

町
あ
り
、
今
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
隣

の
鹿
屋
市
で
も
一
般
会
計
か
ら
１

０
０
０
万
円
予
算
を
組
ん
で
、
３

人
目
の
子
ど
も
か
ら
減
免
す
る
と

い
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
本
町
で

宮
地

町
長

子どもの均等割について減免を！

東串良町議会だより11
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児玉　勇治 議員

Ｑ 英語の試験ができる環境であるか
A 問題なく実施できる

と
か
、
土
曜
、
日
曜
も
営
業
し
て

ほ
し
い
な
ど
、
住
民
の
方
々
か
ら

色
々
な
要
望
が
あ
る
。
過
疎
化
が

進
む
柏
原
で
、
に
こ
に
こ
館
は
、

大
切
な
店
舗
で
あ
る
。
厳
し
い
財

政
の
中
で
は
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト

等
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
少

し
で
も
柏
原
が
活
性
化
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

便
局
と
併
用
に
な
っ
た
店
舗
で
あ

る
。
１
日
平
均
の
来
店
者
数
と
開

館
し
て
か
ら
の
来
店
者
数
は
何
人

か
。

　
　
　
　

１
日
平
均
22
人
が
来
店

し
、
月
平
均
で
６
４
６
人
で
あ
る
。

開
館
し
て
か
ら
の
今
ま
で
の
来
店

者
は
、
約
１
万
６
８
０
０
人
で
あ

る
。

　
　
　
　

に
こ
に
こ
館
は
、
高
齢

者
の
方
々
に
と
っ
て
貴
重
な
店
舗

で
あ
る
。
毎
日
利
用
さ
れ
る
方
が

来
な
け
れ
ば
、
体
の
具
合
が
悪
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
長
期
の

来
店
が
な
い
と
何
か
異
常
が
起
き

た
の
で
は
な
い
か
と
、
判
断
す
る

場
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

に
こ
に
こ
館
は
開
館
さ
れ
て
か

ら
、
一
度
も
イ
ベ
ン
ト
等
の
行
事

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
柏
原
を
元

気
に
す
る
た
め
に
も
、
何
か
イ
ベ

ン
ト
等
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　

来
店
者
約
２
万
人
達
成

を
祝
し
て
の
記
念
品
贈
呈
式
や
、

来
年
１
月
に
は
に
こ
に
こ
館
オ
ー

プ
ン
３
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　

町
長
の
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
を
聞
い
て
安
心
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
に
こ
に
こ
館
に
は
、
肉
や

魚
の
生
鮮
食
品
を
置
い
て
い
な
い

だ
と
思
う
。
そ
の
試
験
の
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
で
き
て
お
り
、
準

備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
平
成

29
年
９
月
に
新
し
く
入
れ
か
え
た

も
の
で
、
機
材
、
性
能
と
も
に
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
、
話
す
こ
と
の
試
験

に
は
十
分
対
応
で
き
る
機
種
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
施
要
領

や
準
備
の
た
め
の
点
検
要
領
な
ど

教
頭
を
中
心
に
関
係
職
員
等
が
そ

の
都
度
確
認
を
し
て
い
る
の
で
、

問
題
な
く
予
定
ど
お
り
に
実
施
で

き
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　

設
備
の
点
や
教
職
員
の

努
力
に
よ
り
、 

実
施
が
可
能
と
い

う
こ
と
を
教
育
長
か
ら
聞
い
て
安

心
し
た
。
英
語
を
話
す
能
力
調
査

の
実
施
に
は
、
生
徒
や
教
職
員
の

負
担
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
万
全

を
期
し
て
も
ら
う
こ
と
を
強
く
希

望
す
る
。

　
に
こ
に
こ
館
で
の
イ
ベ
ン
ト

の
考
え
は

 　

オ
ー
プ
ン
３
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
予
定

　
　
　
　

に
こ
に
こ
館
は
、
高
齢

者
の
方
を
中
心
に
利
用
さ
れ
る
郵

　
　
　
　

平
成
31
年
度
の
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
で
、
中
学
３

年
生
に
英
語
の
試
験
が
追
加
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
平
成
31
年

度
に
限
り
実
施
す
る
か
し
な
い
か

は
、
設
置
管
理
者
が
判
断
で
き
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

本
町
中
学
校
で
は
、
こ
の
調
査

が
実
施
で
き
る
環
境
で
あ
る
の
か
、

ま
た
こ
の
調
査
に
お
け
る
問
題
点

が
な
い
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　

平
成
30
年
度
ま
で
中

学
３
年
生
で
は
、
国
語
と
数
学
の

２
科
目
を
実
施
し
て
い
た
が
、
平

成
31
年
度
か
ら
英
語
の
試
験
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、
こ

の
４
つ
の
観
点
の
調
査
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
の
部
分
が
新
し
く
追
加
さ

れ
る
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
部
分

Ｑ A

児
玉

児
玉

児
玉

児
玉

町
長

児
玉

町
長

教
育
長

にこにこ館の店内の様子



東串良町議会だより13

前田　　隆 議員

Ｑ イノシシ等駆除の対策は
A 捕獲用の箱罠などを設置している

　
ホ
テ
ル
建
設
の
計
画
は
あ
る

の
か

 　

企
業
に
お
願
い
し
て
い
る

　
　
　
　

施
政
方
針
の
中
に
、
昨

年
定
め
た
旅
館
、
ホ
テ
ル
を
新
設

す
る
事
業
者
に
対
す
る
助
成
措
置

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
ホ
テ
ル

等
の
建
設
に
向
け
た
立
地
協
定
の

締
結
に
向
け
て
力
を
注
ぐ
と
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
豊
栄
地
区
で
、
郵
便
局

の
隣
の
空
き
地
に
何
か
居
酒
屋
が

で
き
る
、
ホ
テ
ル
が
で
き
る
と
い

う
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
が
、
具
体

的
な
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

昨
年
の
９
月
に
制
定
し

た
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
制

定
直
後
に
ホ
テ
ル
建
設
の
お
願
い

を
し
て
い
る
企
業
に
伝
え
、
回
答

待
ち
の
状
況
で
あ
る
。
正
式
に
立

地
協
定
締
結
の
了
解
が
得
ら
れ
次

第
、
即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ホ
テ
ル
立
地
協
定

が
締
結
さ
れ
た
際
、
締
結
日
か
ら

３
年
以
内
に
は
ホ
テ
ル
オ
ー
プ
ン

に
な
る
の
で
は
と
思
う
。

　
　
　
　

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、

と
に
か
く
箱
罠
と
く
く
り
罠
を
設

置
す
る
だ
け
し
か
で
き
な
い
。
こ

れ
も
猟
友
会
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
設
置
し
て
い
る
。
箱
罠
に

よ
っ
て
多
く
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
箱
罠
も
増
設

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

猟
友
会
の
方
々
に
お
願

い
し
鉄
砲
で
狩
猟
で
き
な
い
も
の

な
の
か
。
今
、
退
治
し
て
い
か
な

い
と
ネ
ズ
ミ
講
方
式
に
増
え
て
、

ま
す
ま
す
被
害
が
拡
大
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

猟
が
で
き
な
い

か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
鉄
砲
を
使

う
場
合
に
は
規
制
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
人
家
と
田
畑
が
混
在
す
る

地
域
内
に
発
射
地
点
か
ら
２
０
０

メ
ー
ト
ル
以
内
に
人
家
が
10
軒

あ
っ
た
場
合
に
は
撃
つ
こ
と
が
で

き
な
い
。

　
　
　
　

サ
ル
や
タ
ヌ
キ
に
よ
る

被
害
も
多
い
。
そ
の
対
策
は
難
し

い
と
は
思
う
が
、
電
気
牧
柵
器
の

補
助
等
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

担
当
課
に
も
い
ろ
い
ろ

と
情
報
を
収
集
さ
せ
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
相
談
者
へ
の
無
料
貸
し

出
し
や
箱
罠
な
ど
の
設
置
を
し
て

い
る
。
あ
わ
せ
て
国
有
林
を
管
轄

し
て
い
る
森
林
管
理
署
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
町
猟
友
会
等
で
組
織

す
る
東
串
良
町
鳥
獣
被
害
対
策
協

議
会
に
よ
り
、
国
有
林
内
に
く
く

り
罠
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　

近
年
、
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
等
が

増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
侵
入
を

阻
止
し
、
捕
獲
す
る
取
り
組
み
の

考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は

分
か
ら
な
い
が
、
豚
は
年
間
２
回

ぐ
ら
い
お
産
を
す
る
。
イ
ノ
シ
シ

も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
と
ネ
ズ
ミ

講
方
式
に
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

今
で
早
急
に
駆
除
し
な
い
と
今
後

は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
町
内
に
お
い
て
、
サ
ル
、

イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
等
に
よ
る
農

作
物
や
家
畜
、
家
屋
へ
の
被
害
が

多
発
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

現
在
、
岩
弘
地
区
を
中

心
に
野
生
サ
ル
の
群
れ
が
出
没
し

て
い
る
。
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
昨
年
11
月
ご
ろ
に
野
生
サ

ル
が
池
之
原
小
学
校
に
出
没
し
た

た
め
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
鳥
獣
用

エ
ア
ガ
ン
に
よ
る
追
い
払
い
を
実

施
し
た
。

　

ま
た
、
柏
原
地
区
で
は
イ
ノ
シ

シ
が
、
柏
原
海
岸
の
松
林
を
す
み

か
と
し
、
農
作
物
に
甚
大
な
被
害

が
出
て
い
る
。
町
に
お
い
て
は
、

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
用
と
し
て
大
型

の
箱
罠
を
２
基
、
中
型
の
箱
罠
を

１
基
、
小
型
箱
罠
を
３
基
、
追
っ

払
い
機
２
台
を
導
入
し
て
い
る
。

Ｑ A

前
田

前
田

前
田

前
田

町
長

町
長

前
田

町
長

町
長

農
林
水
産
課
長

岩弘地区と安留地区に設置している箱罠
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西園　貞美 議員

Ｑ 分かりやすい案内板の設置を
A 順路等を調査し検討する

い
う
技
術
を
持
っ
た
方
々
も
い
る
。

そ
の
知
恵
を
か
り
な
が
ら
、
指
導

を
受
け
な
が
ら
箱
罠
だ
け
じ
ゃ
な

く
し
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
て
わ

な
を
か
け
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　

猟
友
会
の
方
々
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
設
置
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　

人
に
被
害
が
出
る
前
に

早
急
な
対
策
を
要
望
す
る
。

ノ
シ
シ
が
親
子
で
映
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
畑
の
芋
も
堀
り
返
さ
れ
て

被
害
も
出
て
い
る
。
松
林
か
ら
国

道
４
４
８
号
線
を
越
え
て
出
没
し

て
お
り
、
昼
に
も
出
没
し
て
い
る
。

　

そ
れ
と
宮
貫
神
社
の
近
辺
も
、

畦
を
掘
り
返
さ
れ
て
い
る
。
多
分

あ
の
近
辺
に
も
住
み
着
い
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
箱
罠
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
た

仕
掛
け
を
使
う
。
町
内
に
も
そ
う

る
キ
ュ
ウ
リ
や
ピ
ー
マ
ン
、
あ
る

い
は
ル
ー
ピ
ン
の
花
な
ど
が
印
刷

さ
れ
た
案
内
板
に
す
る
と
宣
伝
効

果
も
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

良
い
ア
イ
デ
ア
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
ぜ
ひ
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　

善
は
急
げ
、
早
急
な
設

置
を
お
願
い
し
た
い
。

　
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
に
ワ
イ
ヤ
ー

を
使
っ
た
ら

 

　
猟
友
会
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
設
置
し
た
い

　
　
　
　

松
林
に
い
る
イ
ノ
シ
シ

が
民
家
ま
で
出
没
し
、
非
常
に
危

険
な
状
況
で
あ
る
。
早
急
な
対
策

が
と
れ
な
い
か
尋
ね
る
が
、
ま
ず
、

捕
獲
器
を
設
置
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
今
ま
で
何
頭
捕
獲
し
た

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

10
頭
以
下
の
イ

ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て
い
る
。

　
　
　
　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
難

し
い
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
山
の

中
の
け
も
の
道
に
仕
掛
け
な
い
と

捕
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
聞
く
。

牛
舎
に
付
け
て
あ
る
カ
メ
ラ
に
イ

　
　
　
　

町
外
か
ら
本
町
に
来
ら

れ
る
人
た
ち
か
ら
、
目
的
地
ま
で

の
道
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
分
か
り
や
す
い
案
内
板

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

町
内
の
案
内
標
識
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
町
に
お
い
て
設

置
し
た
も
の
が
20
カ
所
程
度
で
、

国
、
県
が
設
置
し
た
も
の
が
10
カ

所
程
度
あ
る
。

　

い
ま
一
度
、
そ
の
順
路
等
を
調

査
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
　

本
町
の
面
積
は
小
さ
い

が
、
目
印
が
な
く
て
わ
か
り
づ
ら

い
と
い
う
話
が
あ
る
。
国
道
２
２

０
号
線
、
あ
る
い
は
国
道
４
４
８

号
線
か
ら
の
入
り
口
、
役
場
か
ら

馬
越
柏
原
線
、
あ
る
い
は
俣
瀬
柏

原
線
の
案
内
板
の
設
置
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
。
普
通
の
案
内
板
で

は
な
く
、
我
が
町
の
特
産
品
で
あ

Ｑ A

西
園

西
園

町
長

西
園

西
園

西
園

町
長

西
園

町
長

農
林
水
産
課
長

議会を傍聴することは、町政を知る良い機会です。ぜひお越しください。
※本会議については防災無線でお知らせします。

～手続きは簡単です～
　本会議の当日、傍聴人名簿に
氏名・年齢を記入していただく
だけです。

６月議会は
11日からの
開会予定です
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瀨戸山　譲一 議員

Ｑ 財政健全化をどう考えるか
A 適正な財政運営に努める

な
施
策
に
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
、
豊
栄
地
区

の
自
主
防
災
組
織
も
立
ち
上
が
る

予
定
で
、
指
摘
の
あ
っ
た
情
報
共

有
で
き
る
協
議
会
も
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
そ

し
て
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
等
を

教
訓
に
、
平
時
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

常
に
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
も
町
民
参
加
の
避
難
訓
練
、

防
災
施
設
の
整
備
等
、
中
長
期
的

　
地
震
・
津
波
へ
の
防
災
意
識

の
対
策
は

　
避
難
訓
練
、
防
災
施
設
の
整

備
等
に
取
り
組
み
た
い
　

　
　
　
　
　

地
震
・
津
波
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

そ
し
て
避
難
訓
練
が
あ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。

　

昨
年
の
10
月
、
議
会
で
防
災
の

研
修
に
大
阪
大
学
を
訪
問
し
た
が
、

そ
こ
で
特
に
強
調
さ
れ
た
こ
と
は

防
災
に
対
す
る
知
見
、
情
報
を
共

有
し
あ
う
場
を
作
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
地
元
に

あ
る
石
油
精
製
会
社
、
公
共
団
体
、

住
民
に
よ
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
更
な
る
防
災
へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
、
住
民
の
連
帯
感
が
深

ま
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
こ
と
も
含
め
危
機
意
識
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
防

災
意
識
に
臨
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　

各
種
災
害
か
ら
町
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
は
行
政

に
携
わ
る
者
の
使
命
で
あ
る
。
特

に
地
震
・
津
波
災
害
に
つ
い
て
は
、

今
後
南
海
ト
ラ
フ
等
の
地
震
が
必

ず
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
東
串
良
町
の
財
源
の

一
つ
で
あ
る
石
油
備
蓄
か
ら
の
交

付
金
の
減
額
が
今
回
も
提
示
さ
れ

た
。

　

ま
た
つ
い
先
日
、
政
府
も
景
気

が
後
退
局
面
に
入
っ
た
と
い
う
こ

と
を
認
め
た
。

　

東
串
良
町
は
財
政
状
態
が
良
い

と
言
わ
れ
る
が
、
中
長
期
的
に
は

今
の
状
態
が
維
持
で
き
る
か
、
な

か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。
こ
の
財

政
健
全
化
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

毎
年
、
財
政
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
は
、
議
会
に
報
告
し
て
い
る

と
お
り
良
好
な
状
態
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
引
き
続
き
適
正
な
財
政
運

営
に
努
め
た
い
。

Ｑ A

町
長

町
長

瀨
戸
山

瀨
戸
山

　災害時避難場所である柏原小学
校へのアクセス道路を整備するた
めに、町道「柏原小学校東門線」
の拡幅工事を行い車両が通行でき
るようになりました。

柏原東門線が完成

Before

After い
ぶ
り
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町内の巡回活動
定期的に議員全員で町内を巡回し、道路等の危険箇所を調査しています。
調査後、意見の集約を行い、町の所管課へ改善要求を行っています。

★巡回16回目★
平成31年２月１日

巡回地　　　　　　　
池之原・岩弘・柏原地区

▲永峯方面から止まれの標識がなく危険である。
　（池之原～溜水線　雪山水田の十字路交差点）

▲一時停止などの標識がなく危険である。
　（ルピナスタウン池之原の交差点）

◀▲広範囲にわたり浜がけができている。
（柏原海岸）

▲老朽化により転落防止の柵が壊れている。
　（岩弘下公民館近くの橋）

危険箇所等調査してもらいたい所がありましたらご連絡ください。
【連絡先】東串良町議会事務局　☎0994-63-3132

改善

新しく柵が設置されました
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議会だよりに投稿しませんか

議会だより「東くしら」に
採用された方には、

図書カードをお送りします。

応募作品は、
第142号（８月発行）
で掲載する予定です。

例えば
１．この町に住んで感じること（200字程度）
２．議会を傍聴して（感想等）
３．将来の夢（200字程度）

４．東串良町の未来図（図画）
５．自慢のワンショット写真
６．イラスト　　　　・・・など

【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募して
ください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名
希望者はペンネーム
【応　募　先】
　〒893-1693　東串良町川西1543番地
　東串良町議会事務局
　メールアドレス：gikai＠higashikushira.com
【しめきり】令和元年７月12日必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。

ズ
イ
ク

ふるって
ご応募ください

みんな問題は
解けたかな？

答えを数字で書いて
送ってね。

これであなたは
議会名人！

イプシロン
応募総数７通、正解者６人、このうち抽選により
３人に図書カードを進呈しました。

議会だより
140号の答え

●郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局までお送りください。
　・クイズの答え（書きかた例：問題１．② ）
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・議会だよりの感想や、町政に対するご意見、議会へのご要望など
　　（ひとことでもいいです。）
●全問正解者の中から抽選により、３人の方に図書カードをお送りします。
●しめきりは、令和元年７月12日です。（当日消印有効）
●あて先
　〒893-1693　東串良町川西1543　東串良町議会事務局

【応募方法】

問題１．町議会議員はどうやって選ぶでしょう？
　　　① ルピノン君がえらぶ　
　　　② 町民がえらぶ　
　　　③ おみくじで決める

問題２．東串良町の議員の人数は何人でしょう？
　　　① ８人　　② 10人　　③ 12人

問題３．選挙の投票ができるのは、
　　　　何歳以上でしょう？
　　　① 16歳　　② 18歳　　③ 20歳



本誌掲載写真は写っている方に無料でお分けします。 お問い合わせ先／東串良町議会事務局　☎６３－３１３２

表紙の案内

　表紙の写真は、豊栄保育園の子ども達です。この日は天
気も良く、ぽかぽかびよりの中、子ども達は、楽しそうに
友達と遊具で遊んでいました。「写真撮ってー！！」とア
ピールされ、ついついたくさん撮っていました。また、Ｍ
ＢＣラジオの収録もあり、子ども達の元気いっぱいの歌声
を聴いて、たくさんの元気をもらいました。

編
集
後
記

望
等
を
広
く
聴
き
、
議
会
活
動

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

本
誌
を
通
じ
て
、
町
政
と
町

議
会
に
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
町
民
皆
様
の
忌
憚
の
な
い

意
見
、
要
望
等
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

西
園　

貞
美

▼
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長

瀨
戸
山
譲
一

　

副
委
員
長

小
川　

香
織

　

委
員

西
園　

貞
美

　
　

〃

宮
地　

利
雄

　

今
年
は
４
年
に
一
度
の
町
議

会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新

た
に
議
会
の
体
制
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

今
ま
で
常
任
委
員
会
は
、
総

務
民
生
常
任
委
員
会
と
教
育
産

業
常
任
委
員
会
の
二
つ
で
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
広
報
広

聴
常
任
委
員
会
を
新
し
く
設
置

し
ま
し
た
。
町
民
に
議
員
の
研

修
会
等
の
活
動
内
容
を
広
く
報

告
し
、
町
民
か
ら
の
意
見
、
要

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
「
ひ
ろ
が

り
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
伝
え

る
目
的
で
企
画
し
ま
し
た
。
名

付
け
て
『
輪
和
話
の
ひ
ろ
ば
』

で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て

い
た
だ
き
、
も
っ
と
議
会
だ
よ

り
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ

ば
取
材
に
伺
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

石
蔵
小
町

　　

石
蔵
小
町
は
、
代
表
の
村
山

達
樹
さ
ん
、
児
玉
醸
造
の
皆
さ

ん
、
島
子
み
ど
り
さ
ん
、
山
王

や
す
子
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

駅
跡
地
に
建
つ
蔵
を
再
利
用
し
、

人
が
集
ま
る
場
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
２
０
１
６
年
の

12
月
か
ら
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
に
４
回
開
催
さ
れ
る
石
蔵

小
町
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
年
々
口

コ
ミ
等
で
広
が
り
を
見
せ
て
お

り
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
違
っ
た

催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
店
内
は
、
思
わ
ず
写
真

を
撮
り
た
く
な
る
よ
う
な
お

し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
で
、
児
玉
醸

造
が
出
す
商
品
や
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
の
雑
貨
、
ス
イ
ー
ツ
や
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
で
は
、
子
ど
も

達
が
喜
ん
で
く
れ
る
絵
画
や
音

楽
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
》

開
催
日
時
：
６
月
16
日

　
　
　
　
　

15
時
〜
21
時

場　
　

所
：
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン

（
鹿
児
島
市
）

〜
ひ
と
こ
と
〜

　

東
串
良
町
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
石
蔵
小
町
が
定
着
し
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
町
外
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
人
た
ち

で
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
最
高

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

取
材　

瀨
戸
山　

譲
一

vol.23

の
ひ
ろ
ば

わ

わ

わ話

輪
和

活動拠点の石蔵（豊栄）

石蔵小町のスタッフ

〝
石
蔵
小
町
＆
ヒ
ル
カ
ラ
ビ
ー
ル
〞
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